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神奈川・第１回

問₁　次の各問いに答えなさい。

ア　次の 中のａ～ｄのうち，光の性質についての説明として適切なものはどれか。最も適す

るものをあとの 1 ～ 6 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　ａのみ　　　2.　ｃのみ　　　3.　ａとｂ　　　4.　ｂとｃ 5.　ｂとｄ　　　6.　ｃとｄ

イ　図₁のように，2 本のストローＡ，Ｂをやわらかい布で摩擦した。ストローＡを摩擦していないス

トローに虫ピンでとめ，図₂のように自由に回転できるようにして，ストローＡにストローＡ，Ｂを

摩擦した布を近づけた。次に，図₃のようにストローＡにストローＢを近づけた。この結果について

説明したものとして最も適するものをあとの 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　ストローＡとＢは同じ種類の電気を帯び，布はストローと異なる種類の電気を帯びるので，図₂

ではしりぞけ合い，図₃では引き合う。

2.　ストローＡとＢは同じ種類の電気を帯び，布はストローと異なる種類の電気を帯びるので，図₂

では引き合い，図₃ではしりぞけ合う。

3.　ストローＡとＢは異なる種類の電気を帯び，布はストローＡと同じ種類の電気を帯びるので，図

₂ではしりぞけ合い，図₃では引き合う。

4.　ストローＡとＢは異なる種類の電気を帯び，布はストローＡと同じ種類の電気を帯びるので，図

₂では引き合い，図₃ではしりぞけ合う。

ａ　湖の水面に，後ろの山や空の雲が映って見えるのは，光の直進によるものである。

ｂ　水槽の水面を斜め下から見ると，水槽内の金魚が見えるのは，光の全反射によるものである。

ｃ　水中に指を入れると指が短く見えるのは，光の屈折によるものである。

ｄ　壁の向こう側の景色が見えないのは，光が乱反射するためである。
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ウ　Ｋさんは，床に置かれた質量 10kg の物体を，図₄のように動滑車と定滑車を組み合わせて床から

2 ｍの高さまで持ち上げた。このときＫさんがひもをひく力の大きさ，ひもをひく距離，物体にした

仕事の大きさの組み合わせとして最も適するものをあとの 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答え

なさい。ただし質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを 1 Ｎとし，動滑車や定滑車，ひもの質量

は考えない。また，ひもと動滑車，定滑車の間に摩擦ははたらかないものとする。

1.　力の大きさ：100Ｎ　ひもをひく距離：2ｍ　仕事の大きさ：200Ｊ

2.　力の大きさ：100Ｎ　ひもをひく距離：4 ｍ　仕事の大きさ：400Ｊ

3.　力の大きさ：50Ｎ　 ひもをひく距離：2 ｍ　仕事の大きさ：100Ｊ

4.　力の大きさ：50Ｎ　 ひもをひく距離：4 ｍ　仕事の大きさ：200Ｊ

床

動滑車

定滑車

物体

図4

天じょう

問₂　次の各問いに答えなさい。

ア　図 1 のように，石灰石にうすい塩酸を加えて気体を発生

させ，水上置換法で 3 本の試験管に集め，ゴム栓でふたをし

た。1 本目の試験管は使用せず，2 本目の試験管のゴム栓を

はずし，火のついた線香を入れてようすを観察した。次に，

3 本目の試験管のゴム栓をはずし，横から火のついたマッチ

を近づけてようすを観察した。このとき，2 本目，3 本目の

試験管で観察されたようすの組み合わせとして最も適するも

のを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

ただし，2 本目と 3 本目の試験管に集まった気体は，すべて石灰石とうすい塩酸の反応によって発生

した気体である。

1.　2 本目：線香が炎を出して燃えた。　3 本目：ポンと音をたてて気体が燃えた。

2.　2 本目：線香が炎を出して燃えた。　3 本目：変化は見られなかった。

3.　2 本目：線香の火が消えた。　　　　3 本目：ポンと音をたてて気体が燃えた。

4.　2 本目：線香の火が消えた。　　　　3 本目：変化は見られなかった。

石灰石

うすい塩酸

図1

水
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イ　図 2 のように，鉄粉と活性炭の混合物に食塩水を少し加え，温

度をはかりながらよくかき混ぜたところ，しだいに混合物の温度が

上がっていった。この理由として適切なものはどれか。最も適する

ものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　鉄と炭素が反応して酸化鉄になり，周囲の熱を吸収したから。

2.　鉄と炭素が反応して酸化鉄になり，周囲に熱を放出したから。

3.　鉄と酸素が反応して酸化鉄になり，周囲の熱を吸収したから。

4.　鉄と酸素が反応して酸化鉄になり，周囲に熱を放出したから。

ウ　うすい塩酸 10cm3 に BTB 溶液を数滴加えたところ，水

溶液が黄色になった。この水溶液に，図 3 のようにこまご

めピペットを用いてうすい水酸化ナトリウム水溶液を 2cm3

ずつ加えていき，色の変化を観察したところ，8cm3 加えた

ときに水溶液の色が緑色になり，10cm3 加えると青色になっ

た。また，次の図ａ～ｄは，このときに水溶液中にふくまれ

る 4 種類のイオンのいずれかの数量の変化を相対的に示した

もので，横軸は加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積，縦軸

はイオンの数量を表したものである。水素イオンとナトリウ

ムイオンの数量の変化を表したものの組み合わせとして最も適するものをあとの 1 ～ 6 の中から一つ

選び，その番号を答えなさい。

1.　水素イオン：ａ　ナトリウムイオン：ｂ

2.　水素イオン：ａ　ナトリウムイオン：ｃ

3.　水素イオン：ａ　ナトリウムイオン：ｄ

4.　水素イオン：ｃ　ナトリウムイオン：ａ

5.　水素イオン：ｃ　ナトリウムイオン：ｂ

6.　水素イオン：ｃ　ナトリウムイオン：ｄ
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問₃　次の各問いに答えなさい。

ア　図 1 は，マツの枝を模式的に表したもので，Ａ，Ｂは雄花，雌花

のいずれかを表し，それぞれの花からとり出したりん片にはａ，ｂの

ようなつくりがついていた。これらについての説明として最も適する

ものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　Ａは雄花，Ｂは雌花で，雄花からとり出したりん片についている

ａは胚珠，雌花からとり出したりん片についているｂは花粉のうで

ある。

2.　Ａは雄花，Ｂは雌花で，雄花からとり出したりん片についている

ａは花粉のう，雌花からとり出したりん片についているｂは胚珠である。

3.　Ａは雌花，Ｂは雄花で，雌花からとり出したりん片についているａは胚珠，雄花からとり出した

りん片についているｂは花粉のうである。

4.　Ａは雌花，Ｂは雄花で，雌花からとり出したりん片についているａは花粉のう，雄花からとり出

したりん片についているｂは胚珠である。

イ　図 2 は，ヒトの体内の血管と，血管を流れる血液のようすを模式的

に表したもので，Ａ～Ｄはそれぞれ動脈と静脈のいずれかを表し，矢印

は血液の流れる向きを示している。体循環の経路と，動脈血が流れる血

管を正しく組み合わせたものとして適切なものはどれか。最も適するも

のを次の 1 ～ 6 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　体循環：心臓→Ａ→肺→Ｂ→心臓　　動脈血：Ａ，Ｂ

2.　体循環：心臓→Ａ→肺→Ｂ→心臓　　動脈血：Ａ，Ｃ

3.　体循環：心臓→Ａ→肺→Ｂ→心臓　　動脈血：Ｂ，Ｄ

4.　体循環：心臓→Ｄ→全身→Ｃ→心臓　動脈血：Ａ，Ｂ

5.　体循環：心臓→Ｄ→全身→Ｃ→心臓　動脈血：Ａ，Ｃ

6.　体循環：心臓→Ｄ→全身→Ｃ→心臓　動脈血：Ｂ，Ｄ

図1
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ウ　代々丸い種子をつくる純系のエンドウのめしべに，代々しわのあ

る種子をつくる純系のエンドウの花粉をつけ，子の代の種子を得た

ところ，できた種子はすべて丸い種子であった。子の代の種子をま

いて育てたエンドウのめしべに，代々しわのある種子をつくる純系

のエンドウの花粉をつけ，十分な数の孫の代の種子を得たところ，

丸い種子としわのある種子が混ざっていた。図 3 は，このようす

をまとめたものである。このとき，孫の代の丸い種子のもつ遺伝子

の組み合わせと，孫の代のしわのある種子の割合について説明した

ものとして最も適するものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番

号を答えなさい。ただし，種子を丸くする遺伝子をＡ，種子をしわ

にする遺伝子をａと表すものとする。

1.　丸い種子はすべてＡａの組み合わせをもち，しわのある種子は孫の代の種子全体の約 50％であった。

2.　丸い種子はＡＡの組み合わせをもつものとＡａの組み合わせをもつものがあり，しわのある種子

は孫の代の種子全体の約 50％であった。

3.　丸い種子はすべてＡａの組み合わせをもち，しわのある種子は孫の代の種子全体の約 25％であった。

4.　丸い種子はＡＡの組み合わせをもつものとＡａの組み合わせをもつものがあり，しわのある種子

は孫の代の種子全体の約 25％であった。

（子の代）

（親の代）

（孫の代）

図3

問₄　次の各問いに答えなさい。

ア　気象観測を行い，記録をまとめたところ，図 1 のようになった。この日の天気，風向，風力とし

て最も適するものをあとの 1 ～ 6 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　天気：快　晴　風向：北東　風力：3　　　2.　天気：快　晴　風向：南西　風力：3

3.　天気：晴　れ　風向：北東　風力：3　　　4.　天気：晴　れ　風向：南西　風力：3

5.　天気：くもり　風向：北東　風力：3　　　6.　天気：くもり　風向：南西　風力：3

北

図1
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イ　ある日，日本のある地点で 9 時から 13 時まで 1 時間ごとに太陽の位置を透明半球に記録して，そ

の記録をなめらかな線でつないで透明半球のふちまでのばしたところ，図 2 のようになった。図 2

のａ～ｄは東，西，南，北のいずれかをそれぞれ表している。また，図 3 は，太陽と地球の位置の

関係を模式的に表したものである。図 2 の記録をした日の説明として最も適するものをあとの 1 ～

4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　図 2 は日の出の位置が真東から南寄りにずれているので，地球の位置は図 3 のＡに近い。

2.　図 2 は日の出の位置が真東から北寄りにずれているので，地球の位置は図 3 のＡに近い。

3.　図 2 は日の出の位置が真東から南寄りにずれているので，地球の位置は図 3 のＣに近い。

4.　図 2 は日の出の位置が真東から北寄りにずれているので，地球の位置は図 3 のＣに近い。

ウ　図 4 は，太陽と，金星，地球の公転軌道を模式的に表したもので，図中の矢印は，それぞれの惑

星の公転の向きを表している。図 4 から 1 年後に地球から見える金星についての説明として最も適

するものをあとの 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，地球の公転周期を 1 年，

金星の公転周期を 0.6 年とする。

1.　明け方に東の空に見え，図 4 のときよりも大きく見える。

2.　明け方に東の空に見え，図 4 のときよりも小さく見える。

3.　夕方に西の空に見え，図 4 のときよりも大きく見える。

4.　夕方に西の空に見え，図 4 のときよりも小さく見える。

a
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d
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問₅　Ｋさんは，力とばねののびの関係について調べるために，次のような実験を行った。こ
れらの実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。ただし，質量 100ｇの物体
にはたらく重力の大きさを 1 Ｎとし，実験でばねはのびきっていないものとする。

〔実験 1〕　ばねＡにおもりをつるし，

図 1 のようにばねののび

を調べた。おもりの質量を

かえ，そのつどばねののび

を調べた。次に，ばねＢに

いろいろな質量のおもりを

つるし，同様にばねののび

を調べた。ばねＡ，ばねＢ

に加えた力の大きさとばねののびの関係を図 2 のグラフにまとめた。

〔実験 2〕　図 3 のように，床に置いた質量 1kg の物体Ｘの中央に〔実験 1〕で用いたばねＡをとりつけ，

しずかにばねＡの上端から床までの長さが 50cm になるように引き上げたところ，図 4 のよ

うに物体Ｘは床からはなれた。なお，物体Ｘは 1 辺が 5cm の立方体である。

ア　ばねにつるしたおもりにはたらく重力を力の矢印で表したものとして最も適するものを次の 1 ～ 4

の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

2 4 6 80
0
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12

16

力の大きさ〔N〕

ば
ね
の
の
び

〔cm〕

図2

ばねA
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図1
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ばねＡ

物体X

床
図4
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物体X

床
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イ　図 2 のグラフから，ばねＢに 1kg のおもりをつるしたとき，ばねＢののびは何 cm になるか。最

も適するものを次の 1 ～ 6 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　1.5cm　　　2.　3cm　　　3.　5cm　　　4.　7.5cm　　　5.　10cm　　　6.　12cm

ウ　〔実験 2〕で，物体Ｘの底面と床の間の長さは何 cmか。最も適するものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。ただし，何もつるしていないときのばねＡの全体の長さは 12cm である。

1.　13cm　　　2.　18cm　　　3.　20cm　　　4.　30cm

エ　次の は，実験結果をもとにして，Ｋさんがばねばかりについて考察したことをまとめた

ものである。文中の（　Ｘ　），（　Ｙ　）に最も適するものをそれぞれの選択肢の中から一つずつ選

び，その番号を答えなさい。

Ｘの選択肢　　　1.　のびやすい　　　2.　のびにくい

Ｙの選択肢　　　 1.　より重いものをはかることができる 
2.　より軽いものをはかるのに適している

実験で使ったばねを用いて，2 種類のばねばかりをつくることを考える。ばねＡはばねＢより

も（　Ｘ　）ので，ばねＢを用いてつくったばねばかりは，（　Ｙ　）ばねばかりであるといえる。
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問 6　Ｋさんは，物質の成り立ちについて調べるために，次のような実験を行った。これらの
実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔実験 1〕　炭酸水素ナトリウムを試験管Ａに入れ，右の図のように試

験管の口のほうを少し下げて加熱した。しばらくすると気体

が発生し，石灰水の色が白くにごった。気体の発生が止まっ

たあとでガスバーナーの火を消して，試験管Ａが完全に冷め

るのを待ち，試験管の中を調べた。試験管Ａの口に液体がつ

いていたので，ある操作をしたところ，色が変化したため，

液体は水であることがわかった。試験管の中には白い固体が残っていた。

〔実験 2〕　実験 1 で試験管Ａの中に残っていた白い固体と炭酸水素ナトリウムを同量用意し，試験管Ｂ，

Ｃを新たに用意してそれぞれに同量の水を入れ，同じ温度に保ちながら，試験管Ｂに白い固体，

試験管Ｃに炭酸水素ナトリウムを加えてそれぞれの試験管を軽く振った。次に，それぞれにフェ

ノールフタレイン溶液を数滴加え，溶液の色の変化を見た。この結果，試験管Ａの中に残って

いた白い固体は炭酸水素ナトリウムとは異なる性質を示した。この固体は，炭酸ナトリウムで

あることがわかった。

ア　〔実験 1〕で，加熱時に試験管の口のほうを少し下げる理由として最も適するものを次の 1 ～ 4 の

中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　加熱時に気体が発生した場合，その気体が試験管の外に出やすくなるようにするため。

2.　加熱時に液体が発生した場合，その液体が加熱部に流れないようにするため。

3.　加熱時に液体が発生した場合，その液体が石灰水の中に流れていくようにするため。

4.　加熱後の試験管に固体が残った場合，その固体が試験管の外に出ないようにするため。

イ　〔実験 1〕の下線部の操作と，その結果について説明したものとして最も適するものを次の 1 ～ 4

の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　青色の塩化コバルト紙をつけたところ，赤（桃）色に変化した。

2.　赤色の塩化コバルト紙をつけたところ，青色に変化した。

3.　青色のリトマス紙をつけたところ，赤色に変化した。

4.　赤色のリトマス紙をつけたところ，青色に変化した。

試験管A

石灰水

炭酸水素
ナトリウム
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ウ　Ｋさんは，〔実験 1〕で炭酸水素ナトリウムに起こった化学変化を化学反応式で次のように表した。

化学反応式中の（　あ　）～（　え　）にあてはまる数の組み合わせとして最も適するものをあとの

1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，数が 1 の場合，化学反応式では省略する

決まりなので×とした。

炭酸水素ナトリウム　　　炭酸ナトリウム　　　　　　水　　　 　　二酸化炭素

（　あ　）NaHCO3　→（　い　）Na2CO3　＋（　う　）H2O　＋（　え　）CO2

1.　あ：×　い：×　う：×　え：×

2.　あ：×　い：×　う：2　え：2

3.　あ：2　い：×　う：×　え：×

4.　あ：2　い：×　う：2　え：2

エ　次の は，〔実験 2〕に関するＫさんと先生の会話である。⒤文中の（　Ｘ　），（　Ｙ　）

にあてはまるものの組み合わせ，ⅱ文中の（　Ｚ　）にあてはまるものとして最も適するものをそれ

ぞれの選択肢の中から一つずつ選び，その番号を答えなさい。

⒤　文中の（　Ｘ　），（　Ｙ　）にあてはまるものの租み合わせ

1.　Ｘ：濃い赤色　Ｙ：強いアルカリ性　　　2.　Ｘ：うすい赤色　Ｙ：弱いアルカリ性

3.　Ｘ：濃い赤色　Ｙ：強い酸性　　　　　　4.　Ｘ：うすい赤色　Ｙ：弱い酸性

ⅱ　文中の（　Ｚ　）にあてはまるもの

1.　水によくとけました

2.　水にとけにくかったです

Ｋさん　「〔実験 2〕において，炭酸ナトリウムをとかした試験管Ｂと，炭酸水素ナトリウムをとか

した試験管Ｃにフェノールフタレイン溶液を加えたとき，色にちがいが見られました。」

先　生　「どのようなちがいでしたか。」

Ｋさん　「試験管Ｂの中の液体のほうが，（　Ｘ　）になりました。このことから，炭酸ナトリウ

ムは炭酸水素ナトリウムと比べると（　Ｙ　）であるといえます。」

先　生　「そうですね。とけかたにちがいはありましたか。」

Ｋさん　「はい。炭酸ナトリウムのほうが（　Ｚ　）。」

先　生　「そのとおりですね。」
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神奈川・第１回

問 7　Ｋさんは，植物のはたらきについて調べるために，次のような実験を行った。これらの
実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔実験〕　①　葉の枚数や大きさ，茎の太さや長さがほぼ等しい，同じ植物の枝を 3 本用意し，それぞれ

枝Ｘ～Ｚとした。

②　枝Ｘには何もせず，枝Ｙはすべての葉の表にワセリンをぬり，枝Ｚはすべての葉の裏にワ

セリンをぬった。なお，ワセリンは水をはじく性質があり，ワセリンをぬったところからは

蒸散が起こらない。

③　枝Ｘ～Ｚを同量の水を入れたメスシリンダーにさし，水面に油を少したらして，日の当た

る風通しのよい窓ぎわに置いた。図 1 は，実験の装置のようすをまとめたものである。

④　3 時間後，メスシリンダーの水の減少量を調べて表にまとめた。

ア　図 2 は，ホウセンカの葉を拡大した図である。図 2 から，この植物について

わかることを説明したものとして最も適するものを次の1～4の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。

1.　この植物は単子葉類なので，茎の横断面は維管束が輪状に並んでいる。

2.　この植物は単子葉類なので，茎の横断面は維管束がばらばらに散らばっている。

3.　この植物は双子葉類なので，茎の横断面は維管束が輪状に並んでいる。

4.　この植物は双子葉類なので，茎の横断面は維管束がばらばらに散らばっている。

表
枝 水の減少量〔ｇ〕

Ｘ 12.7

Ｙ 9.6

Ｚ 3.4水

油

すべての
葉の裏に
ワセリン
をぬった。

そのまま
で葉に何
も処理し
なかった。

すべての
葉の表に
ワセリン
をぬった。

X ZY

図1

水

油

水

油

図2
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イ　メスシリンダーの水面に油をたらした理由として最も適するものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。

1.　植物の蒸散量を一定に保つため。

2.　水面から水が蒸発するのを防ぐため。

3.　水面にゴミが落ちるのを防ぐため。

4.　水温を一定に保つため。

ウ　表から，この植物の葉の表からの蒸散量と裏からの蒸散量を組み合わせたものとして最も適するも

のを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。なお，葉の表，裏，茎からそれぞれ出て

行った水の量は，枝Ｘ～Ｚで同じであるものとする。

1.　表：9.6ｇ　裏：3.4ｇ　　　2.　表：9.3ｇ　裏：3.1ｇ

3.　表：3.4ｇ　裏：9.6ｇ　　　4.　表：3.1ｇ　裏：9.3ｇ

エ　Ｋさんは，実験の結果から植物の気孔のはたらきについて興味をもち，「日が当たっていても風通

しが悪いと，植物の気孔は閉じる」という仮説を立てた。この仮説を確かめるための実験と，仮説が正

しいと確かめられる結果として適するものを次の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　日の当たらない室内に装置を置き，3 時間後に水の減少量を調べると，枝Ｘ～Ｚすべてで水の減

少量は〔実験〕のときと変わらない。

2.　日の当たらない室内に装置を置き，3 時間後に水の減少量を調べると，枝Ｘ～Ｚすべてで水の減

少量は〔実験〕のときより減っている。

3.　日の当たる窓ぎわに装置を置き，窓をしめて 3 時間後に水の減少量を調べると，枝Ｘ～Ｚすべて

で水の減少量は〔実験〕のときと変わらない。

4.　日の当たる窓ぎわに装置を置き，窓をしめて 3 時間後に水の減少量を調べると，枝Ｘ～Ｚすべて

で水の減少量は〔実験〕のときより減っている。
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問 8　Ｋさんは，空気中の水蒸気について調べるために，次のような実験を行った。これらの
実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔実験 1〕　ある日の午前，実験室で，金属製のコップに実験室の気温

と同じ温度の水を入れ，しばらく置いた。その後，図 1 の

ように水温をはかりながら氷水を少しずつコップに加えてい

き，金属製のコップの表面を観察してコップの表面に水滴が

ついたときの温度を記録し，このときの温度を露点とした。

〔実験 2〕　実験 1 を行った日の午後，〔実験 1〕と同様の実験を行った。

〔実験 3〕　実験 1 を行った日と別の日の午前，〔実験 1〕と同様の実験を行った。

なお，表 1 は，〔実験 1〕～〔実験 3〕を行ったときの室温と露点を記録し，湿度を求めた

ものの一部を示したものである。また，表 2 は，気温とその気温における飽和水蒸気量の関

係をまとめたものである。

ア　〔実験 1〕～〔実験 3〕で，金属製のコップを使った理由を説明したものとして最も適するものを次

の 1 ～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　金属は表面を観察しやすいから。

2.　金属は熱を加えると膨張しやすいから。

3.　金属は熱を伝えやすいから。

4.　金属は酸化しやすいから。

金属製
のコップ

温度計

氷水

かき混ぜ棒

図1

表 1
実験 1 2 3

室温〔℃〕 22 27 24

露点〔℃〕 16 16 Ｙ

湿度〔％〕 Ｘ 53 53

表 2
気温〔℃〕 14 15 16 17 18 19 20 21 22

飽和水蒸気量〔ｇ/m3〕 12.1 12.8 13.6 14.5 15.4 16.3 17.3 18.3 19.4
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イ　⒤表 1 の空欄Ｘにあてはまる数字は何か。また，ⅱ〔実験 1〕のとき，実験室の気温が 14℃まで

下がると空気 1 ｍ3 あたり何ｇの水ができるか。⒤，ⅱの組み合わせとして最も適するものを次の 1

～ 4 の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　⒤：70％　　ⅱ：1.5ｇ　　　2.　⒤：70％　　ⅱ：7.3ｇ

3.　⒤：73％　　ⅱ：1.5ｇ　　　4.　⒤：73％　　ⅱ：7.3ｇ

ウ　〔実験 2〕を行った

とき，実験室に設置さ

れた乾湿計を用いて湿

度を調べると，湿球の

示す温度は何度になっ

ていたと考えられる

か。最も適するものを

次の 1 ～ 4 の中から一

つ選び，その番号を答えなさい。なお，図 2 は，実験室に設置されていた乾湿計の湿度表の一部を

示したものである。

1.　33.5℃　　　2.　27℃　　　3.　20.5℃　　　4.　16℃

エ　次の は，〔実験 3〕に関するＫさんと先生の会話である。文中の（　あ　），（　い　）に

最も適するものをそれぞれの選択肢の中から一つずつ選び，その番号を答えなさい。

（あ）の選択肢　　　 1.　空気 1ｍ3 にふくまれている水蒸気量が同じ 
2.　飽和水蒸気量に対する空気中の水蒸気量の割合が同じ

（い）の選択肢　　　 1.　16℃より低い 
2.　16℃ 
3.　16℃から 24℃の間 
4.　24℃ 
5.　24℃から 27℃の間 
6.　27℃より高い

乾球の
示度〔℃〕

乾球と湿球の示度の差〔℃〕
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Ｋさん　「〔実験 3〕で，露点を記録した後，表 2 を使って湿度を求めたのですが，露点を記録

した紙をなくしてしまいました。」

先　生　「そうでしたか。ですが，〔実験 2〕と〔実験 3〕では，湿度が同じになっていますね。

ここから，露点を予想することはできませんか。」

Ｋさん　「あ，つまり，気温がちがうけど，湿度が同じということは（　あ　）ということですね。

つまり，〔実験 3〕の露点は（　い　）と予想できます。」

先　生　「そのとおりですね。」

（問題は，これで終わりです。）


